
 

M A T S U Y A M A  

GK①稲田大樹(4) 
DF○14西條淳也(3) 
DF③浮田明裕(4) 
DF②藤辺 剛(3) 
DF⑬細川裕介(4) 
(59 分④大北健次(1)) 
MF⑤佐久間康雄(1) 
MF⑦本田浩二(2) 
(70 分⑯前田明宏(1)) 
MF⑥福田亮太(2) 
MF⑨大塚直輝(1)  
FW⑩園部真士(4)  
FW⑪鳥越佳史(1) 
(80 分○22今井 聡(4)) 

S U B 

GK⑫今廣 武(3) 
DF○29石田智也(4) 
MF⑧吉村宗朗(4) 
FW⑳井上智広(3) 

M A N A G E R 
妹尾克敏 

８( )０ 駒大 ２－０ 

得点者(アシスト) 
６－０ （四国第２代表） (関東第１代表) 

松山大 
11 月８日 13:15     駒澤陸上競技場 

【駒】15 分：原 一樹 1(中田洋介 1) 

【駒】41 分：赤嶺真吾 1(中後雅喜 1) 

【駒】46 分：橋本早十 1(赤嶺真吾 1) 

【駒】50 分：中後雅喜 1(原 一樹 1) 

【駒】62 分：赤嶺真吾 2(中後雅喜 2) 

【駒】66 分：赤嶺真吾 3(小林 亮 1) 

【駒】67 分：中田洋介 1(中後雅喜 3) 

【駒】80 分：大瀬良直人 1 

K O M A Z A W A 

GK①牧野利昭(2) 
DF⑬筑城和人(1) 
DF⑤鈴木祐輔(3) 
DF②桑原 靖(2) 
DF④小林 亮(3) 
MF⑥中後雅喜(3) 
(68分○25大瀬良直人 (3)) 
MF⑧中田洋介(4) 
MF⑩橋本早十(4) 
MF⑦田中信成(4) 
FW⑨赤嶺真吾(2) 
(74 分③水摩貴志(4)) 
FW○14原 一樹(1) 
(64 分⑳中嶋裕太(3)) 
S U B 

GK○21太 洋一(3) 
DF⑮廣井友信(1) 
DF⑯大澤陽介(3) 
FW⑫巻 佑樹(1) 

M A N A G E R 
秋田浩一 

警告(C)／退場(S) 
【松】７分：西條淳也(C) 

[シュート]26:5 [枠内シュート]14:0 [決定機]12:0 [GK]4:22 

[CK]11:１ [PK]0:0[直接 FK]11:7 [間接 FK]11:6 [OS]1:6

[主審]中村 祐 [観衆]約 800人 

※上記データは全て左側の数字が駒澤。枠内シ

ュート、決定機は本誌記者による記録です 

準準々々決決勝勝はは西西がが丘丘でで福福岡岡大大とと対対戦戦！！  
＜日程＞11 月 16 日（日） 13：15～ 
＜場所＞西が丘サッカー場 
＜相手＞福岡大学（九州第１代表） 
●都営地下鉄三田線「本蓮沼」駅下車、出口Ａ

－１を出て右へ徒歩８分。 

発行人  永峰 綾 
スタッフ 内田浩嗣、 
岩田陽一、丹羽尊志、 
森田悠介、野澤俊介、 
越智千絵子、山本麻紗子

～お知らせ～ 
●11 月 21 日に駒大スポーツ新聞第 29 号

が学内で配布されます。内容はサッカー部

リーグ優勝、その他陸上部、野球部、柔道

部の情報も盛り沢山です。 
●FORZA 駒澤は毎週金曜、学食のアイス

クリームボックス、学生部に置いておきま

すのでご自由にお持ちください。 
ＦＯＲＺＡ駒沢は毎週金曜に発行！お便り、感想、バックナンバー希望などはこちらまで 
〒154―8525 東京都世田谷区駒澤1―23－1 
駒澤大学マスコミ研究所内｢駒大スポーツ・サッカー班｣ 

Ｅメール forzakomazawa@hotmail.com 
TEL・FAX 03（3418）9556 発行人 永峰 綾 

 

３３
冠冠
をを
かか
けけ
たた
戦戦
いい

がが
スス
タタ
ーー
トト
！！  

総
理
大
臣
杯
、
リ
ー
グ
戦
の
２
冠
を

手
に
し
た
駒
大
は
今
、
イ
ン
カ
レ
優
勝

＝
３
冠
達
成
と
い
う
さ
ら
な
る
目
標

に
向
か
っ
て
歩
み
だ
し
た
。
そ
の
第
一

歩
と
な
る
一
回
戦
。
相
手
は
四
国
第
２

代
表
松
山
大
。 

開
始
１５
分
、
中
田
か
ら
の
パ
ス
を
原

が
頭
で
合
わ
せ
先
制
。
し
か
し
、
「
前

半
は
緊
張
か
ら
か
動
き
が
悪
か
っ
た
」

（
鈴
木
）
と
の
言
葉
ど
お
り
、
そ
の
後

の
攻
撃
が
思
う
よ
う
に
波
に
の
れ
な

い
。
赤
嶺
、
原
の
２
ト
ッ
プ
も
シ
ュ
ー

ト
は
放
つ
が
「
前
半
決
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
決
め
ら
れ
て
い
た
ら
も
っ
と
楽

だ
っ
た
」
。
赤
嶺
が
そ
う
ふ
り
か
え
る

よ
う
に
な
か
な
か
ゴ
ー
ル
を
割
れ
ず

に
い
た
。
４１
分
に
は
赤
嶺
が
追
加
点
を

奪
う
が
決
定
力
不
足
と
い
う
課
題
が

残
る
前
半
だ
っ
た
。 

し
か
し
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
、
監
督
に
激

を
飛
ば
さ
れ
た
選
手
た
ち
は
後
半
、
本

来
の
動
き
を
取
り
戻
す
。
後
半
開
始
直

後
の
橋
本
の
ゴ
ー
ル
を
皮
切
り
に
駒

大
の
ゴ
ー
ル
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
る
。
６６

分
に
は
赤
嶺
が
前
半
の
う
っ
ぷ
ん
を

晴
ら
さ
ん
と
ば
か
り
、
小
林
か
ら
の
パ

ス
を
頭
で
決
め
、
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
を

達
成
。
そ
の
後
も
手
も
足
も
出
な
い
松

山
大
を
尻
目
に
駒
大
は
攻
撃
の
手
を

緩
め
な
い
。
途
中
出
場
し
た
大
瀬
良
や

水
摩
が
果
敢
に
ゴ
ー
ル
を
狙
う
。
８０
分

に
は
そ
の
大
瀬
良
が
８
点
目
を
決
め
、

８-
０
と
サ
ッ
カ
ー
で
は
稀
に
み
る
ス

「
相
手
が
今
ま
で
に
な
い
く
ら
い

弱
か
っ
た
の
で
比
較
に
は
な
ら
な
い
。

明
日
が
勝
負
だ
と
思
っ
て
い
る
」
（
中

田
）
。
夏
の
総
理
大
臣
杯
、
そ
し
て
先

日
の
リ
ー
グ
戦
で
栄
冠
を
手
に
し
た

駒
大
に
と
っ
て
、
こ
の
日
の
結
果
は
当

た
り
前
の
こ
と
。
「
明
日
負
け
た
ら
今

日
勝
っ
た
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
」（
鈴
木
）
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
勝
ち

つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
負
け
た

時
点
で
３
冠
達
成
の
夢
は
夢
の
ま
ま

で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
上

に
進
め
ば
進
む
ほ
ど
戦
い
は
き
び
し

く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
試
合
の
よ
う
に

簡
単
に
勝
た
せ
て
く
れ
る
相
手
は
も

う
い
な
い
。
今
日
の
大
勝
は
忘
れ
て
是

が
非
で
も
勝
ち
に
こ
だ
わ
っ
て
３
冠

を
現
実
の
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。 

（
山
本
麻
紗
子
）

ＯＦ ＴＨＥ 
ＭＡＮ 

ＭＡＴＣＨ 

中後雅喜(３年)

 この日も豊富な運

動量で攻撃の起点と

なった中後。３アシス

ト１得点という結果

を残した。 

 

駒澤大学８－０松松山山大大学 
平成15 年度 第52 回 全日本大学サッカー選手権大会 1 回戦

▲何度かポストに嫌われる場面もあったが、今季２度目のハットトリックを達成した赤嶺（撮影・岩田陽一） 

久しぶりにト

ップチームの

試合に出場し

た大瀬良 


